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1.　個体 の食物好悪 の傾向の発生と幼少期の食経験 と

の関係 をシ ロネズミ幼児（約25日）を用い て検討した。

2.　離 乳後間も な い シロネズミ 幼児を総計51匹用い

て，実験群 と統制群 に分け， 実験群 には常食 の粉末餌 料

に特定 の食 品を混じて与 え，約 ２週間飼育 する。 その後

常食 に切りかえ，成 熟後（ 約70日）にテストを行な う。

統制群 には特定食 品は混ぜずに同様に飼育， テ ストを行

なう。特定食 品とし て，洋 カラシ粉， カレー粉 ，トーガ

ラシ粉，ガ ーリック粉， お よ び バ ニラ液 の５種 を用い

た。

テ ストは各個体ご とに実験食（特定食 品を混 ぜる） と

統制食（混じ ない） を 等量ず つ 呈示し,   1 日間 食 べさ

せ，そ の摂食 量を測定 する。

3･　各個体ごとに全摂食量に対 する実験食 のそれの比

を算出し，実験群と統制群 とを比較す る。実験群 の方 が

摂食率の高い食品は 卜－ガ ラシ とバニラで，他 は統制群

の方が高かった。同じ よ うな刺激性食品でも後者は初 期

経験が成熟後の摂取をお さえ，い わゆる嫌い の傾向 をあ

ら わさせ，前者 は初期経験 が成熟後 の摂取 を増 させ好む

傾向 をあ らわす と考え られ る。ガ ーリックは他 に比して

全般的に摂取率 高く，初 めて接 する場合 はより刺 激され

るようであ る。

以上よ り, 食物に対 する好 き嫌い の発生 は幼少期 の食

経験があ る程度 関係 のあ るこ とがうかがえ る。


